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体験活動によるスキー観光地における観光の通年化
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I　 はじめに

1.　 研究の背景と目的

第二次世界大戦後の日本において，観光は大きく変

化してきた。 1960年代の高度経済成長のもとで観光ブ

ームが到来し，マス・ツーリズム1）が全盛となった。

自然景観地や名所などを巡りながら温泉に宿泊する周

遊型の旅行,夏季の海水浴,冬季のスキーなどはマス・

ツーリズムの典型例である。ところが　こうした形態

の観光が拡大するのと並行して, 1980年代からグリー

ン・ツーリズム2）などの新しい観光形態も現れた。日

本ではバブル経済崩壊後の1994年に（農山漁村余暇

法3）」が制定され，観光政策としてグリーン・ツーリ

ズムが推進されるようになった。グリーン・ツーリズ

ムをけじめとした新しい観光形態の登場により，日本

のマス・ツーリズムはこれまでの観光形態からの変化

を余儀なくされている。　しかし，グリーン・ツーリズ

ムの研究は富川(2005)や荒樋(2008),林（2010）を

はじめ，地理学・社会学において数多くなされている

のに対し，かつてのマス・ツーリズム型観光地がグリ

ーン・ツーリズムの影響を受けてその観光形態をどの

ように変化させてきたかを調べた研究は管見の限り少

ない。

マス・ツーリズムの典型とみなされるスキー観光に

おいてもこうした変化は著しい。　日本におけるスキー

観光では，高度経済成長期及びパズル経済期の2 度の

スキーブームにより，スキー人口の急速な増加をみた。

呉羽(2014a)によると, 1990年代のスキー人口は約

1,700万人であった。しかし，バブル経済崩壊後にスキ

ー人口の減少が生じた。 2011年にはスキー・スノーボ

ード人口は約604万人となり，最盛期に比べ約1,000

万人も減少している。このように，日本のスキー観光

は衰退傾向にあり，各々のスキー観光地では衰退への

対応が求められている。

そこで本論文ではスキー観光衰退への対応として，

グリーン・ツーリズムを含む新たな観光形態を導入し

たスキー観光地域が，その導入によりどのように変化

したのかを明らかにすることを目的とした。

2.　 先行研究と問題の所在

地理学においてスキー観光は，白坂(1976, 1982)

や石井(1977),呉羽(1991a, 1991b)などスキー場及

びその周辺地域の変容に関する研究の蓄積がみられる。

また，スキー観光衰退に関する先行研は地理学のみな

らず，社科学や経営学でも行われている。

日本全体におけるスキー観光については呉羽(2009a)

がスキー観光の変遷を整理し，衰退期に入ったスキー

観光地における再生の可能性を模索した。その中で呉

羽は，日本におけるスキー観光再生の課題として，ス

キー場の自然環境を生かすこと，スキー観光の形態を

アルペンスキーのみに限定せず，雪に関するレクリエ

ーション全体を楽しむといった認識が求められている

ことを示した。また呉羽(2014a) は，スキー観光衰退
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により閉鎖・休業したスキー場の地域的傾向を分析し，

そうしたスキー場の多くは，索道や標高差からみて小

規模なスキー場が多いことを明らかにした。ほかに呉

羽(2014b) はオーストリアにおけるアルプスのスキー

リゾートを取り上げ，スキーリゾートの継続的発展要

因の分析を試みている。

個別のスキー場の事例としては，新藤ほか(2003)

が菅平高原におけるスキー場周辺地域の変容を取り上

げ,スキー観光衰退により冬季観光客が減少する中で，

スポーツを中心とした夏季観光客の重要性が増してい

る現状を明らかにした。さらに，宿泊施設がラグビー

やサッカーなどの大規模な団体客を受け入れるものと，

陸上を中心とした小規模な団体を受け入れるものとに

分化してきたことも示された。矢ケ崎（2017）は長野

県飯山市において，住民主体で開発された信濃平スキ

ー場が開業・廃業したことによる地域社会,特に農業・

民宿業の変化を明らかにした。すなわち，スキー場の

廃業がそれまで民宿業を支えていた冬季観光の経済効

果を低下させ，後継者層による民宿業への参入を難し

くさせていたこと，さらに観光資源としての役割をも

つ農業の衰退もあり，民宿数の減少が生じたことが示

された。名倉ほか（2017）は，スキー観光衰退により

宿泊施設の休業・廃業状態が進んでいた野沢温泉村に

おいて，2000年代半ばからの外国人観光客の増加によ

り宿泊業の衰退が食い止められたことを明らかにした。

一方，外国人観光客の増加は宿泊施設等の所有者の国

際化や外部資本化を招いたこと，地縁組織や伝統文化

の喪失が危供されることを指摘している。

経営学においては，個別のスキー場におけるスキー

観光再生への取組に関する研究もみられる。河西(2006)

は，公営のスキー場である北海道比布町のぴっぷスキ

ー場を取り上げ,公営スキー場の再生戦略を提案した。

具体的には，集客を行う観光客を絞りその需要に合わ

せたコースを整備するとともに 経費や経営形態を見

直す必要性が指摘されている。桑原（2008）は，スキ

一観光客減少への対策としてグリーン・ツーリズムを

導入する，群馬県片品村花咲地区を取り上げた。花咲

地区ではグリーン・ツーリズムの取組が，農協を中心

に行われる形態と民宿自身によって行われる形態に分

かれており，さらにこれら2 つの形態が一方の形態か

ら他方の形態に移行する可能性があることを明らかに

した。

以上の先行研究では，スキー観光衰退の現状やそれ

に伴う地域への影響を明らかにするものは多くみられ

るが,スキー観光衰退に対するスキー観光地域の取組，

特に体験活動を含む新しい観光形態導入の取組に関し

て論じたものはまだ少ない。呉羽（2009b）は，スキー

場やスキーリゾートの立地・地域的展開に関する研究

や個別スキーリゾートに関する研究が地理学では数多

くなされてきたものの，スキー観光の衰退に伴いスキ

ー観光地に関する研究それ自体が下火になっていると

指摘している。そこで本論文ではスキー観光衰退への

対応として，体験活動を導入し観光の通年化を図る長

野県飯山市を取り上げ，なかでも後述のようにスキー

観光地域として成立背景の異なる斑尾高原と戸狩の2

地区を事例に，ペンション・民宿業を始めとするスキ

ー観光地域が体験活動の導入によりどのように変化し

たかを明らかにする。

Ⅱ　飯山市におけるスキー観光の変遷と衰退の現状

1.　飯山市におけるスキー観光の変遷と衰退の現状

本論文では研究対象地域を長野県飯山市に選定する。

理由として以下の2点を挙げたい。

第1は，飯山市が日本における典型的なスキー観光

地域であることである。飯山市には1990年時点で6か

所のスキー場が存在しており（表1），第二次スキー観

光ブーム期である1991年には飯山市全体でのスキー

場入込客数が1,435,900人に達した。しかし，その後ス

キー観光衰退期に突入して日本全体のスキー観光客は

表1　1990年当時に営業を行っていた飯山市内のスキー場

��営業スキー場 ��� 閉鎖･休業スキー場

��斑尾高原�戸狩温泉 �
北竜温泉
ファミリー �

信濃平 �飯山国際 �
斑尾高原
サンパティク

開業年(年) ��1972 �1956 �1962 �1962 �1973 �1989
休業･閉鎖年 ��

－ ���2001 �2001 �2014
ゲレンデ面積(ha) ��75 �140 �15 �40 �30 �38

ﾘﾌﾄ �
基数(基) �12 �8 �3 �6 �4 �2
�延長(m) �6,410 �5,894 �1,194 �2,906 �1,827 �1,017

駐車場総収容台数(台)��1,500 �1,350 �100 �300 �350 �100
コース数(コース) ��28 �18 �7

�

－

標高差(m) ��440 �440 �200
�

一一

温泉 ��有 � 有 � 有
無�

冫丶丶丶 無� ／丶丶丶 無� ノ丶丶丶

注:斜線はデータ無(飯山市商工観光課統計より作成)
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図1　 斑尾高原・戸狩温泉におけるシーズン別観光地利用者

数の推移(1994 ～2015 年）

減少したのに伴い，飯山市でも東京の学校法人が設立

した北竜温泉ファミリースキー場を除き，小規模なス

キー場の閉鎖・休業が生じた。斑尾高原では1991年に

673,500人，戸狩でも1992年に555,700人と過去最高

のスキー場入込客数を記録している。しかし, 1993年

以降のスキー観光衰退期に入りスキー観光入込客数は

減少した。 2015年のスキー場入込客数は斑尾高原では

160,361人，戸狩では97,869人であり，最盛期の4分

の1ないしは5分の1にまで減少している。以上のように

日本におけるスキー観光の変遷と衰退にあてはま

る飯山市は，スキー観光衰退への対応によるスキー観

光地域の変化を明らかにするという調査目的に照らし

て，研究対象地域としてふさわしい地域であるといえ

る。

第2 の選定理由は，飯山市には斑尾高原スキー場と

戸狩温泉スキー場という成立背景が異なるスキー場が

存在し，それぞれがスキー観光客減少への対応として

体験活動の提供を行っていることである。援述するが，

鈴木（2008）や村山(2005) が明らかにしている通り，

斑尾高原スキー場の開発は外部資本が中心となって行

われたのに対し，戸狩温泉スキー場は地元の有志によ

る内発的な開発であった。図1 は斑尾高原・戸狩両地

域における1994 年から2015 年までのグリーンシーズ

ン期・ホワイトシーズン期別観光地利用者数を表した

ものである。両地域ともにスキー観光衰退に伴い，ホ

ワイトシーズン期の観光地利用者数は減少している4）

第二次スキー観光ブーム期以降，観光地利用者数は減

少している。現在ホワイトシーズン期における観光地

利用者数は，斑尾高原で約40 万人から約50 万人の間

を推移しており，戸狩で約10 万人にまで

減少している。一方でグリーンシーズン期

の観光地利用者数は1999 年に両地域とも

に大きく増加しており, 2015 年現在，斑尾

高原で約35 万人，戸狩でホワイトシーズ

ン期より多い約15 万人が訪れている。こ

のグリーンシーズン期の観光客増大の背

景として考えられるのが，グリーンシーズ

ン期における体験活動である。成立背景が

違う両地域の体験活動による観光を比較

することで，スキー観光が衰退する中でス

キー観光地の持続に向けて行われている

体験活動が，地域差に応じてどのように展

開してきたのかを明らかにすることがで

きると考えた。

2.　飯山市の概要

長野県飯山市（図2）は1954年に下水内郡飯山町・

秋津村・常盤村・柳原村・外様村，下高井郡木島村・

瑞穂村の合併により誕生し, 1956年に下水内郡太田

村・岡山村を編入し，現在の市域となった。長野県の

最北部，新潟県との県境に位置しており，西部を関田

山脈，東部を三国山脈が走り，2 つの山脈の間を流れ

る千曲川が作る沖積地にある，飯山盆地を中心とした

面積202.32 k㎡の南北に長い市である。主要幹線道路と

して千曲川沿いに国道117 号線が走り，JR飯山線も市

内を南北に並走する。また, 2015 年3 月に北陸新幹線

が開通して，東京から約1 時間40 分でアクセスが可

能になったことから,観光客の増加が期待されている。

飯山市の総人口は21,438 人であり，そのうち65 歳以

上の高齢者人口は7,426人で高齢化率は34.6% である。

全国の平均高齢化率26.6% と比べて，高齢化が進んで

いる地域であるといえる。

Ⅲ　 斑尾高原における体験活動による観光の通年化

1.　斑尾高原の開発

斑尾高原は飯山市西部，斑尾山（標高1,382m)の北

東麓に位置し，長野県・新潟県の県境に位置する海抜

約1,000mの高原地帯である。主な交通手段としては

車と電車・バスがある。車の場合，所要時間は東京か

ら2時間40分ほどで，上越自動車道豊田飯山ジャン

クションから約17分である。電車・バスの場合，同様

に東京から北陸新幹線を利用し飯山市まで1 時間40

分，駅から一日6 本ほど出るコミュニティバスを利用
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図2　 飯山市の概観図

し，約30 分である。

鈴木(1988)によると，斑尾高原の開発は1960年代

から始まる（表2）。高度経済成長期，飯山市では過疎

化が生じる中で観光資源を活用し過疎化に対応する必

要が生じた。 1965年に長野・新潟県を結ぶ林道（沼・

万坂線）の改修を目的とした斑尾高原開発林道期成同

盟が結成され，以援斑尾高原の開発が始まった。 1966

年に飯山商工会が母体となり，飯山開発準備会が結成

された。同年9 月に，長野県企業局公営企業管理担当

の現地視察により（菅平方式5）」での開発が探用され

た。 1967年に飯山市と土地所有者等の住民が協力し斑

尾高原開発促進期成同盟会を結成した。

以上のような経緯から，県企業局により斑尾高原の

開発が行われた。このよう

にして開発された斑尾高原

に注目をしたのが藤田観光

株式会社(以後,藤田観光)

であった。藤田観光は1970

年にスキー場・ホテル開設

の申請を行い，同年に認可

され造成地を購入した。そ

して, 1972年に斑尾高原ス

キー場及び斑尾高原ホテル

が開業された。また同時に

ペンション7軒が営業を開

始し，斑尾高原の観光業が

開始された。現在,斑尾高原

スキー場は面積75ha, スキ

ーリフト数12 台が整備され

ており( 図3), 2016 年シー

ズンには12 月17 日から翌

年4 月2 日まで営業を行っ

た。斑尾高原では1992 年ま

でにホテル17 軒，ペンショ

ン96 軒，貸別荘20 軒が建

つ観光地が形成された。しかし, 1993年にスキー観光

ブームが過ぎた後，宿泊施設数は減少に転じた。 2008

年に，それはホテル11 軒，ペンション55 軒にまで減

少し，貸別荘はO 軒となった。 2015年現在，ホテル12

軒,ペンション43 軒が営業を行っている。ペンション

軒数はピーク時の1992 年に対し, 44.8% にまで減少し

ている。このように斑尾高原ではスキー観光の衰退に

伴う宿泊施設の減少などがみられる中，現在取り組ま

れているものが体験活動による観光の通年化である。

2.　斑尾高原における体験活動による観光の現状

(1)斑尾高原観光協会の活動

斑尾高原の体験活動では，斑尾高原観光協会が大き

表2 斑尾高原開発の経緯

年月 � 出来事
1965年 �斑尾高原開発林道(沼･万坂線)期成同盟結成．

1966年　6月9
月 �
飯山開発準備会結成(母体:飯山商工会)．
長野県企業局公営企業管理担当者の現地視察→｢菅平方式｣による開発が決定．

1967年 �斑尾高原観光開発促進期成同盟会が地域住民･飯山市の協力で結成．
1968年　3月8

月 �
飯山市議会の決議を経て158.7haの土地が県企業局に提供される．
取付道路起工式

1970年 �藤田観光株式会社がスキー揚･ホテル開設を申請･
取付道路完成

1972年　4月12

月 �

隣接する新潟県妙高村から96haが長野県に提供される．
長野県信濃町分用地57.3haの提供について同意される．
スキー揚,斑尾高原ホテル(収容人数400人)，ペンション7軒が完成．

(鈴 木, 1988 より作成)
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図3　 斑尾高原概観図(2016 年）

（斑尾高原観光協会パンフレット，現地調査より作成）

な役割を果たしている。それは1975 年に設立され，2016

年現在，（まだらお高原山の家6）」を拠点に活動

を行う。なお，「まだらお高原山の家」はグリーン・ツ

ーリズムの交流拠点でもある。

観光協会が体験活動に果たす最も重要な役割は，そ

の情報収集と情報発信である。後述する斑尾高原ホテ

ルや斑尾スポーツアカデミー，そして各ペンションが

提供する体験活動に加え，斑尾高原観光協会自身が提

供する体験活動の情報を集約しパンフレットに掲載す

るほか，「山の家」を訪れた観光客に対して体験活動の

情報提供を行っている。

観光協会が果たすもう一つの役割は，斑尾高原での

宿泊の促進である。そのために斑

尾高原観光協会が行っている活

動を2 つ取り上げる。

第１は「斑尾パスポート」の発

行である。このパスポート1 枚で

体験活動開始日の朝から夕方，も

しくは12 時から翌日の12 時まで

の間，体験活動に参加し放題にな

る。この「斑尾パスポート」は1

枚6,000 円であるが，斑尾高原観

光協会加盟宿泊施設に宿泊する

場合，1 枚4,500 円で購入可能に

なる。斑尾高原観光協会としては，

この1,500 円の差異により観光客

の宿泊を促進する効果を狙って

いる。観光客にとっては，「斑尾パ

スポート」を利用することにより

最大6,000 円近く得になるほか，

レストランやショップの割引券

もついており，金銭面で大きなメ

リットかおる。入手方法は斑尾高

原観光協会加盟施設に宿泊する

場合，宿泊予約の際に希望するだ

けで良く，体験活動の予約等も全

て宿泊施設が行うため，観光客の

負担が減ることもメリットと言

える。「斑尾パスポート」は，宿泊

施設が体験活動の予約等の負担

を担うことで成り立っているシ

ステムである。

第2 はイベントなどにおける宿

泊の促進である。斑尾高原観光協

会では，観光客誘致のために年間

を通してイベントを企画し，宿泊

の促進を図っている。例えば「斑尾高原トレイルラン

ニングレース」では，一般的なマラソン大会と違い観

光協会加盟施設への宿泊が義務付けられており，斑尾

高原観光協会が宿泊施設へ斡旋を行っている。このよ

引こ斑尾高原観光協会は自らイベントや体験活動を行

うことで観光客の集客を図るとともに，イベントの際

に宿泊を促進ないし義務付けることにより，斑尾高原

周辺のペンション等に客を誘導し，ペンション経営の

通年化を図っているといえる。

（2）斑尾高原 ホテルによる体験活動と観光の現状
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図4　 斑尾高原ホテルの体験活動別売上額(2015 年）

（斑尾高原ホテルへの2016 年10 月20 日聞き取り調査により作成）

斑尾高原ホテルは, 1972年に斑尾高原スキー場と共

に藤田観光が開業したホテルである。 2009年からはス

キー場 再 生事 業 を行 う株式 会 社マ ッ クア ー スの グル ー

プ 会社 で あ る， 株式 会 社ア ビ ラが ホテ ル の経 営 を行 っ

てい る。従 業員 数 は通 年 雇用50 人 ，ス キーシ ー ズン で

は 臨時 雇 用 も含 めて200 人 ほ どとな る。 客 室数 は101

室 で ， 総収 容 可能 人 数 は約400 名 で あ る。

斑尾 高原 ホ テル は ， 開業 と 同時期 の1970 年 代 か ら

体 験活 動 を始 め た。 当初 は ゴル フや テ ニ スな どのス ポ

ー ツが 中 心で あっ た。 避 暑 地 とし て の性格 が 強 かっ た

斑尾 高 原で は ，体 験活 動 も避 暑 に来 る宿泊 客 に対 して

夏季 に使 用 し ない 土 地で 提供 す る も のと捉 え られ てお

り， 体 験活 動 自体 の誘 客 効果 は あま り期 待 されて い な

かっ た。 とこ ろが ス キー観 光が 下火 とな る中 で， グ リ

ー ンシ ー ズン期 の宿泊 客 の確 保 が求 め られ る よ うに な

っ た。 そ のた め， 現在 で はそ の 時代 に流 行 して い る体

験活 動 を積 極的 に 導入 し， 客 のニ ー ズ に沿 う体験 活動

を企 画す る よ うに なっ た とい う。

図4 は2015 年 に お け る斑 尾 高原 ホテ ル が行 う体験

活 動 の売 り上 げ を示 し た も のであ る。5 月 の売 り上 げ

は428.7 万 円 ，8 月 の売 り上 げ が1,036.7 万 円 で あ り2

か 月 で 全 体売 り上げ の66 ％ を 占めて い る。この こ とか

らも，5 月 と8 月 がグ リー ン シー ズ ン期 の体 験活 動 の

最盛 期 で あ るこ とが 分 か る。 売 り上げ の 中で 大 き な割

合 を 占 めてい る のが （ZIPLINE ADVENTURE7 ）」 で あ

る。 こ れ は 「ZIPLINE ADVENTURE 」 の 単 価 が3,800

円 と 高 額 なの に対 し ， ゴル フや バ ギー カ ー， ク ラフ ト

等の体験活動は500 円から2,200 円

と単価が安いことも要因の一つで

ある。全体売り上げの約23 ％しか占

めていない他の体験活動を斑尾高

原ホテルが続ける理由として，宿泊

客の要望の他に「斑尾パスポート」

との関係かおる。

斑尾パスポートの活用により，観

光客は多くの体験活動に参加する

ことが可能となる。しかし観光客が

単価の高い体験活動を多く行って

しまうと，収益が出なくなってしま

う。そのため斑尾高原ホテルが単価

の安い体験活動を用意することで，

収益の確保を図っている。斑尾高原

ホテルとしてはゴルフ等の体験活

動は人件費が少なく済み，ホテルの

宿泊料金で採算もとれると考えて

いる。

(3) 斑尾スポーツアカデミーによる体験活動と観光の

現状

1974年にできたスキー学校が前身である斑尾スポ

ーツアカデミーは，現在は公益財団法人全日本スキー

連盟(SAJ)加盟のスキー学校として活動を行っている。従業

員は通年雇用の2 人に加え，ホワイトシーズン期

では常勤10 名と関東や関西にある大学スキー部の学

生を中心としたアルバイト等の約50 名を雇っている。

グリーンシーズン期では，冬季のアルバイトとして働

いている学生に声をかけ，夏休みの8 月にアルバイト

として最大で8 名ほどが雇われている。

斑尾スポーツアカデミーの体験活動の参加人数は，12

月から2016 年10 月までの約1 年間で10,658 人で

ある。5月から10 月はグリーンシーズン期では，グラ

ススキーやマウンテンボードなどを行っている。

斑尾スポーツアカデミーがグリーンシーズン期の体

験活動を行い始めたのは1991年である。体験活動を

始めたきっかけもスキー観光客の減少であった。また

スキーインストラクターの減少が生じたために，それ

までの季節労働者中心であった従業員を通年雇用する

ことを目指し，体験活動を行うようになった。当初は

グラススキーのみを行っていたが，現在では2 人の従

業員の通年雇用化に成功している。しかし，スキーイ

ンストラクター全体のごく一部にしかすぎす，通年雇

用を行うのには難しいのが現状である。
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図5 は，グリーンシーズン期

における斑尾スポーツアカデミ

ーの体験活動の月別参加人数を

表したものである。図5 から7・8

月ではパドルボードと斑尾ス

カイトランポリンとの2 つで，

全体の5 割以上を占めているこ

とが分かる。この2 つの共通点

として，約5 分の短いプログラ

ムで料金が安価な点のほか，対

象を小学生の子ども連れなどの

ファミリー層に当てている点が

挙げられる。夏休みを利用して

訪れたファミリー層が他の体験

活動の合間に子どもと気軽に参

加できることが,8 月の体験活動

が5 割以上を占める要因と考え

られる。

以上，斑尾高原における体験活動について分析して

きた。次節では体験活動によるペンション経営への影

響をみていく。

3．斑尾高原におけるペンション経営の現状と課題

斑尾高原におけるペンション経営と体験活動の効果

を分析するために, 2016 年11 月現在，営業中のペン

ション43 軒に対してアンケート調査を行った。アン

ケートは選択式と記述式を併用したもので2016 年11

月下旬に送付して，12 月2 ・3 日に筆者が現地で回収

を行った。回収数は21 軒（回収率, 48.8%) で，その

中で有効回答軒数は20 軒（有効回答率46.5%) であっ

た。

表3はアンケート結果からペンションの経営者とそ

の家族，創業年，創業者出身地，客室，後継者の有無

についてまとめたものである。 20軒のペンション経営

者の平均年齢は63.5歳である。ペンション創業者は他

都道府県出身の者が多く，東京都が最多の6人，大阪

府・埼玉県・富山県が2人すつ，群馬県・千葉県・神

奈川県・京都府が1人すつであり，主に関東・関西か

らの移住者が多いことが分かる。創業年については，

回答のあった18軒の中でスキー観光ブームが終わっ

た1993年より後に創業したペンションは3軒のみで

ある。7軒のペンションは1970年代に，5軒は1980年

代の創業である。主な開業理由としては「豊がな自然

の中で暮らしたかったため」，「家族と共に仕事がした

いため」という回答が多い。「後継者がいる」と回答し

た経営者は2軒のみであり，後継者不足というペンシ

ョン経営の課題がみられる。同居家族の配偶者と2 人

で経営しているペンションが多く，家族以外に従業員

を雇用しているのはペンション番号1 番・6 番・16 番

のみで，雇用形態は全て繁忙期の人手を補うための臨

時雇用である。このアンケート結果から，斑尾高原の

ペンションは大きく体験活動に積極的なグループと体

験活動に消極的なグループに分けることができた。以

下，この2 つのグループを比較しながら分析を行う。

図6 はアンケート調査の結果から，各ペンションの

宿泊人数比を3 か月ごとに分けて表したものである。

体験活動に積極的なグループでは，12月から2 月の宿

泊比率が半数近く示すペンションはペンション番号1

番と5 番の2 軒のみであった。それに対し，体験活動

に消極的なグループでは，12月から2 月の宿泊比率が

半数近く示したペンションは，宿泊人数比の回答があ

った7 軒中，4 軒であった。特に体験活動に積極的な

ペンションでは，宿泊客の通年化か進んでいることが

分かった。体験活動に積極的なペンションでは体験活

動の提供や協力を行うことで，宿泊客を通年で確保で

きていると考えられる。

体験活動に対して積極的なペンションと消極的な

ペンションに分かれる要因として，体験活動による宿

泊客数の変化への実感が挙げられる。すなわち，体験

活動に積極的なペンションでは9 軒中8 軒が宿泊客数

に変化があったと回答した。また宿泊客数の増加率を

尋ねたところ，平均して約3 割の増加がみられたと回

図5　 斑尾スポーツアカデミーの体験活動月別参加人数(2016 年）

（斑尾スポーツアカデミーへの2016 年11 月3 日聞き取り調査より作成）
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表3　 斑尾高原におけるペンションの経営形態(2016 年）

�番

号 �

経営者 ���� 同居家族 ���

�創業年�
創業者

出身地 �

客室 ��
後継者

の有無��性別�年齢 �他の就業 �
創業者

との関係 �
関係 �年齢 �

ペンション

経営参加 �

他の

就業 ���
部屋数 �

収容可

能人数

体

験

活

動

に

積

極

的 �1 �

男 �48 �B � 親子 �
妻

次男 �-4818�

○

× �
一
一 �1975 �

埼 玉県 1�1 �30 � ×

�2 �男 �75 �- � 本人 � 妻 �68 � ○ �- �1977 � 東京都 �10 �35 � ×

�3 �男 �73 �- � 本人 �

母

妻

長男

長男嫁

孫

孫

孫 �9672434013106�

×

○

○

○

×

×

× �

一

一BA

－

一

一 �1995 �

大 阪府 �7 �22 � ○

�4 �男 �70 �- � 本人 �
母

妻 �9363�

×

○ �

一

一 �1985 �
妙 高市 �3 �15 � ×

�5 �男 �64 �- � 本人 � 妻 �60 � ○ �- �1988 � 東京都 �17 �45 � ×

�6 �男 �67 �C � 本人 � 妻 �66 � ○ �- �1987 � 東京都 �14 �30 � ×

�7 �男 �67 �- � 本人 � 妻 �64 � ○ �- �1991 � 群馬県 �7 �20 � ×

�8 �男 �58 �B � 本人 � 妻 �58 � ○ �- �1993 � 大阪府 �10 �34 � ×

�9 �男 �74 �- � 本人 � 妻 �70 � ○ �- �1993 � 千葉県 �7 �20 � ×

小計･平均 ��
男9

人 �

平均66.2

歳 �B2

人C1

人 �

本人8 人

親子1 人 ����

���平均

9.5部 屋 �

平均27.9

人 �

有1 軒

無8 軒

体

験

活

動

に

消

極

的 �10 �

男 �60 �- � 本人 � 妻 �60 � ○ �- �1973 � 飯山市 �13 �40 � ×

�11 �男 �72 �- � 本人 � 妻 �71 � ○ �- �1975 � 東京都 �8 �23 � ×

�12 �男 �36 �- � 他人 � 妻 �36 � ○ �- �1977 � 富山県 �10 �28 � ×

�13 �男 �72 �B � 本人 � 妻 �68 � ○ �- �1978 � 東京都 �7 �17 � ×

�14 �男 �69 �- � 本人 � 妻 �68 � ○ �- �1978 � 埼 玉県 �10 �30 � ×

�15 �男 �62 �D � 本人 �- ����1981 � 京 都府 �8 �20 � ×

�16 �男 �69 �A � 本人 � 妻 �64 � ○ �E �1982 � 東京都 �10 �36 � ×

�17 �男 �70 �C � 親子 � 妻 �68 � ○ �- �1987 � 奈良県 �10 �28 � ○

�18 �男 �52 �B � 本人 � 妻 �不明 � ○ �E �1996 �神奈川県 �7 �30 � ×

�19 �男 �55 �- � 本人 � 妻 �52 � ○ �B �2014 � 富 山県 �7 �18 � ×

�20 �男 �57 �- � 他人 � 妻 �55 � ○ �- �不明 � 不明 �14 �40 � ×

小計･平均 ��
男

11人 �

平均61.2

歳 �A1

人B2

人C1

人D1

人 �

本人8 人

親子1 人

他人2 人 ����

���平均

9.5部屋 �

平均28.2

人 �

有1 軒

無10 軒

一

合 計･ 平 均 ��
男20

人 �-

平均63.5

歳 �A1

人B4

人C2

人D1

人 �

本人17 人

親 子2 人

他人2 人
� 6

����

��平均

9.2部 屋 �

平均27.1

人 �

有2 軒

無18 軒

A: 農業　B: 会社員　C: 自営業　D: スキー場関連　　　　　　　　　　　　　　　　　 （アンケーﾄ 調査より作成）

図6　 斑尾高原ペンションの季節別宿泊客割合(2015 年）
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答した。一方で体験活動に消極的なペンションでは11

軒中3 軒のみが変化があったと回答した。消極的なペ

ンションでは，体験活動による集客効果を実感できな

いため，自らが体験活動を提供することに対して有意

性を見出すことができない経営者が多いという現状が

浮かび上がった。

体験活動による集客効果をさらに分析するために体

験活動に対する評価と斑尾パスポートに対する評価を，

体験活動に積極的なペンシとヨン経営者と消極的なペ

ンション経営者に尋ねた。アンケート結果から，体験

活動自体に対する評価は体験活動に積極的かと消極的

かにかかわらす高いことが分かった。「宿泊客誘致に必

要」という意見を半数以上のペンション経営者が回答

した。

体験活動に対しては一定の評価があった一方で,「斑

尾パスポート」への評価は低いものであった。体験活

動に消極的なペンションでは11 軒中6 軒(54.5%),

体験活動に積極的なペンションでも9 軒中4 軒(36.4%)

が「宿泊客増加に役に立っていない」と回答した。理

由として，パスポート購入料金のほかに追加料金を払

わなければならない体験活動や，「斑尾パスポート」適

用外の体験活動が増えていること，体験活動自体がマ

ンネリ化していることを挙げるペンション経営者もい

た。体験活動自体に対しては集客のために必要だと実

感しているものの，宿泊客増加を一つの目標として発

行されている「斑尾パスポート」の集客効果は評価さ

れていないことが分かった。

最後に，斑尾高原が現在抱えている問題点に対する

ペンション経営者の認識についてみていく。「斑尾高原

が現在抱える問題点は何ですか」という質問に対して，

体験活動に積極的なペンションと消極的なペンション

それぞれで最も多かった回答は「経営者の高齢化」で

あった。回答で差異がみられたのは「後継者不足」「空

きペンションの増加」「問題への組織対応の欠如」であ

った。いすれも体験活動に積極的なペンションの方が

消極的なペンションに比べ，それらを問題点として挙

げるペンション軒数が多かった。回答数はそれぞれ順

に9 軒中8 軒(88.9%),  6 軒(66.7%),  5 軒(55.6%)

である。問題認識の差異が体験活動に対する姿勢の差

異を生み出している可能性がある。

以上のアンケート調査の分析から大きく以下の2点

が明らかになった。第1に，体験活動はグリーンシー

ズン期の宿泊客数増加に一定の効果が認められるが，

体験活動による宿泊客増加を実感できないペンション

経営者もおり，「斑尾パスポート」などの体験活動を利

用した宿泊促進の手立てへの評価があまり高くないと

いうことである。第2 に，斑尾高原のペンションは，

体験活動に対して積極的なペンションと消極的なペン

ションに分類できるということである。両者の違いは，

現在,斑尾高原が抱える問題点に対する認識の差異や，

観光の通年化における差異が要因として考えられた。

これらの差異に加え，ペンション経営者の出身地が違

うことも要因となり，斑尾高原では地域が一体となっ

て，観光の通年化の方策として体験活動を推進するこ

とが難しい現状がある。

以上の2 点が現在，斑尾高原が抱えるグリーンシー

ズン期の問題点である。

Ⅳ　戸狩における体験活動による観光の現状

1.　 戸狩温泉スキー場の変遷

戸狩温泉スキー場は飯山市北部の旧人田村，現在の

飯山市大字豊田に位置する。新潟県との県境，仏ヶ峰

の麓であり，海抜はスキー場で約840m, 民宿街は飯山

市街とほとんど変わらない約400m である。戸狩への

交通手段としては車と電車がある。車の場合，所要時

間は豊田飯山ジャンクションから国道117 号線と県道409

号線を利用し約30 分である。電車の場合，戸狩温

泉スキー場から約3km にある戸狩野沢温泉駅が最寄

り駅となる。所要時間は北陸新幹線とJR 飯山線を利

用し東京から約2 時間である。

戸狩におけるスキー場開発のきっかけは，冬の農閑

期への対策であった（表4 ）。第二次世界大戦後，それ

までの冬の産業であった藁細工が衰退し，青年を中心

に冬季に出稼ぎに出るものが増加した。その対策とし

て，冬季の現金収入の確保が必要になった。

1956年2月に黒岩スキー場（後の信濃平スキー場，

現在は閉鎖）で第11回全日本スキー選手権大会長野県

予選会が行われた。大会のために，高校生が農家に宿

泊したことを契機としてスキー場建設が進められた。

翌1957年3月に太田観光協会（後の戸狩観光協会）が

設立され，戸狩でのスキー観光が始まった。地元住民

による融資により, 1960 年7 月には戸狩観光株式会社

が設立され，同年12 月に第1 ゲレンデ（現在のペガサ

スゲレンデ）第1 リフトが完成した。その後も地元資

金を基にスキーリフトの増設や改修，食堂の整備が行

われ, 2016 年現在では3 つのゲレンデに合計7 本のス

キーリフトが整備されている（図7 ）。しかしながら，

スキー観光客数減少による業績悪化から2013 年には

戸狩観光株式会社が民事再生を行い，滋賀県に本社が
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ある建設会社滋賀建機グルー

プ のグループ会社となった。

現在は社名を変更し戸狩温泉

スキー場株式会社として運営

が行 われてい る。

戸狩の民宿は，農家が自分

の家にスキー観光客を宿泊さ

せたことから始まった。 1957

年 の民宿業開始から10 年間

で民宿数は138 軒にまで増え

ている。 1978 年には佞大154

軒 の 民宿 が 経営 され てい た

が，民宿経営者 の高齢化によ

り民宿数は減少を始め， さら

にスキー観光衰退期における

スキー観光客 の減少も重な り

民宿数は大幅に減少した。特に

スキー場から遠く不便であっ

た五荷・北条・みちくさの里8）

・曽根・小境地区では宿泊客

数が減少し，廃業す る民宿が

多かった。 2016年現在はスキ

ー場に近い瀬木・蕨野地区を

中心に68 軒の民宿 が営業を

行ってい る。

スキー観光客が減少する中

で， グリーンシーズン期の観

光として行われていた，大学

生を中心とした学生合宿以外

の観光が求められるよ うにな

っ た。その中で飯山市が着目

した のがグリーン 。ツーリズ

ムによる観光であった。

2. 戸狩自然 体験教室による

グリーンシーズン期 の観

光

山 自然体験教室受入態勢の

整備

戸狩 の自然体験教室 が開始

したのは1994 年である。背景

には飯 山市によるグリーン・

ツーリズムの推進が挙げられ

る。 1993年に当時の小 山邦武

飯山市長の下で策定 された第

表4　 戸狩開発の経緯

年 �月 � 出来事

1956 �2 � 黒岩スキー場で第11 回全日本スキー選手権大会長野県予選会が行われる

��民宿発起人会

�3 � 民宿組合設立準備会

��五荷山を人田スキー場と名付ける

1957 �3 � 太田観光協会(援の戸狩観光協会)設 立総会

�4 � 飯山市よりﾘﾌﾄ 建 設へ1 万円助成金

1959 �6 � 夏季学生村が始まる

�11� 飯山保健所民宿許可説明会

��4戸が民宿許可取得

1960 �7 � 戸狩観光株式会社設立

�12� 第一ﾘﾌﾄ 建設

1961 �1 � 飯山保健所が各民宿を回り許可をとるように指導

1962 �12� 三 島観光株式会社設立, 第ニリフト建設

1964 �7 � 人田観光株式会社設立, 第ニゲレンデ第一ﾘﾌﾄ 建設

1966 �11� 戸狩観光株式会社と三島観光の両者が合併

1990 �8 � 戸狩観光株式会社, 人 田観光株式会社の両者が合併

1991 �12� 温泉浴場完成

1994 �� 自然体験教室受入開始 横浜市から1校175 人 が来訪

2013 �8 � 戸狩観光株式会社が民事再生法の適用を地方裁判所に申請

(戸 狩観光協会(1994) ならびに戸狩観光協会への2016 年9 月20 日聞き取り調査により作成)
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3次総合基本構想・前期基本計画では，「ふるさと農業

の推進」と「ふるさと観光の推進」が挙げられ，都市

と農村交流を積極的に推進する方針が打ち出された。

同年に農林水産省の（農山漁村でゆとりある休暇を推

進事業9）」において（グリーン・ツーリズム整備構想

策定市町村lO）」の指定を受け,受入組織として1994年

に「飯山市グリーン・ツーリズム推進協議会」が発足

した。「飯山市グリーン・ツーリズム推進協議会」は飯

山市，JA ながの，飯山市内の各観光協会，飯山市商工

会議所，各地区区長会などの観光や農業に関係する団

体で構成されており，グリーン・ツーリスム事業推進

に関する研究や情報収集を行っている。同年から2 年

間の間にハード面の整備が行われた。例えば戸狩では，1994

年に飯盒炊事棟やキャンプファイヤー場を備え

たふれあい広場, 1996 年に郷土料理等の調理が行える

調理実習室や，自然体験教室の体験が行える大ホール

を備えた農林漁業体験実習館（トピアホール）が整備

された。

図8は自然体験教室受入の仕組みを図化したもので

ある。戸狩観光協会が学校と民宿の中間組織として機

能し，体験メニューや各宿泊への割り振りなどの調整

を行っている。また，戸狩における自然体験教室全体

の管理も行っている。 2008年にそれまでなかった緊急

安全マニュアルを作成したほか，また同時期に戸狩自

然体験教室マニュアルも作成された。戸狩観光協会が

自然体験教室の管理を積極的に行うことで，自然体験

教室の安全性を確保しているのである。

（2）自然体験教室受入の現状

戸狩自然体験教室の受入校数と受入人数は, 1994 年

の受入開始年は横浜市から1 校175 人のみであった。

しかし, 2001 年には38 校5,666人までに急増した。そ

の援も受入校数は緩やかに増加しており, 2015 年には55

校7,901 人が自然体験教室に参加している。

2015 年における戸狩自然体験教室の受入校55 校の

校種をみると，中学校が最多の38 校,小学校が15 校，

高等学校が1 校,アメリカンスクールが1 校であった。

月別にみると5 月・6月が最盛期であり5 月には23 校3,700

人が，6月には11 校2052 人が参加していること

が分かる。参加学校の所在地は神奈川県が33 校で最

多で，次に東京都が10 校，千葉県が8 校，埼玉県が2

校，京都府と長野県が1 校すつであり，多くの学校が

関東地方から自然体験教室に参加していた。時期別に

みると，繁忙期である5 月の23 校は全て神奈川県横

浜市からの参加である。神奈川県は5 月から7 月まで

に参加が集中している。また，東京都と千葉県は9 ．10

月の秋に集中していることが分かる。

体験活動の多くは戸狩周辺の自然や農業や伝統工

芸 。文化などの地域資源を生かしたものである。これ

は，自然体験教室におけるインストラクターがほぼす

べて児童・生徒が宿泊する民宿の経営者が担うためで

ある。ただし，林業体験など一部の体験活動は「なべ

くら高原森の家」などからインストラクターを呼ぶ場

合もある。

3｡　 戸狩における民宿経営の現状と課題

戸狩における民宿経営と体験活動の効果を分析する

ために, 2016 年10 月現在において営業を行っている68

軒の民宿に対してアンケートを行った。アンケート

は斑尾高原で行ったアンケートと同様に選択式と記述

式を併用したもので, 2016 年10 月下旬に戸狩観光協

会を通じて送付し，11上旬に回収を行った。回収数は29

軒（回収率42.6%) で，その中で有効回答軒数は28

軒（有効回答率41.7%) であった。

図8　戸狩における自然体験教室受入の仕組み

(戸狩観光協会への2016 年9 月20 日の聞き取り調査より作成)
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戸狩では曽根・蕨野・瀬木・五荷・北条・みちくさ

の里・小境の7つの集落で民宿営業が行われている。

現在経営されている民宿数はそれぞれ4軒，19軒，21

軒，10軒，7軒，7軒，1軒である。そのうち自然体験

教室の受け入れを行っているのは蕨野・瀬木・五荷・

北条・みちくさの里の5 集落であり，それぞれ11 軒(57.9%),

 13 軒(61.9%),  7 軒，6軒，5軒が受け入れ

を行っている。

表5は，アンケート結果から民宿の経営者とその家

族，創業年，客室，援継者の有無，農業を行っている

民宿の栽培作物と栽培面積，自然体験教室受入の有無

をまとめたものである。 28軒の民宿経営者の平均年齢

は62.2歳，創業年は1950年代が7軒, 1960年代が15

軒, 1970年代が4軒, 1980年が1軒である。 28軒中，

「後継者がいる」と回答したのは3軒のみで残り25軒

は「後継者がいない」と回答した。平均客室数は17.3

部屋，平均収容可能人数は48.6 人であった。 28軒の民

宿のうち，22 軒の民宿が農業を行っている。栽培作物

は主に米や野菜などであり，これらの米や野菜は自然

体験教室での収穫体験や民宿での食事にも利用されて

いる。 28軒の民宿における民宿業の収入とそれ以外の

就業の収入の比率みると，多くの民宿では民宿業の収

入比率がそれ以外の就業の収入比率より高い。民宿業

以外の就業での収入比率が高いのは民宿番号1  ･ 12 ・22-24

番の4 軒のみで，いすれも民宿経営者が会社経

営や会社員として就業している。以上から戸狩におけ

る民宿経営者は農家が中心であり，民宿経営が主な収

入源となっていることが分かる。

ます，自然体験教室による民宿への影響を，宿泊人

数比と民宿経営者の自然体験教室への評価・意識から

みていく。図9は，アンケート調査より2015年におけ

る自然体験受入民宿，非受入民宿それぞれの宿泊人数

比をホワイトシーズン期，4月から7月の自然体験教

室受入期①，8月の学生合宿受入期，9月から11月の

自然体験教室受入期②に分け，ホワイトシーズン期の

割合が高い民宿から並べたものである。自然体験教室

受入民宿で，ホワイトシーズン期における宿泊比の割

合が高い民宿の多くは蕨野・瀬木地区の民宿であるこ

とが分かる。一方で，みちくさの里・北条・五荷地区

はホワイトシーズン期における宿泊比の割合が比較的

少ないといえる。そこで，蕨野・瀬木地区（以下，A グ

ループ）とみちくさの里・北条・五荷地区（以下，B グ

ループ）に分けて自然体験教室への評価をみていく。A

グループとB グループそれぞれに自然体験教室の

受入についての評価を尋ねたところ，2 つのグループ

ともに最も多い回答は「収入源として必要だ」という

回答であった（Aグループ12軒92.3%, Bグループ6

軒66.7%)。比較的自然体験教室の受入が少ないAグ

ループでも収入源として必要だという認識があること

が分かった。続いて回答が多かったのが「子どもの教

育のために必要だ」というものであり，ともにAグル

ープでは8軒(61.5%), Bグループでは6軒(66.7%)

であった。子どもの教育にとって必要であると考えて

いる民宿がいる一方で，受入が大変だと考えている民

宿もいる。「受入は大変だ」と回答した民宿はAグル

ープで5軒(38.5%), Bグループで4軒(44.4%)い

た。このように，民宿経営者は民宿の収入源と子ども

の教育として自然体験教室が必要だと感じている一方

で，受入や体験活動の指導等を大変だと感じているこ

とが分かった。2つのグループで回答軒数に差があっ

た回答は「やりがいを感じる」「交流が楽しい」である。

回答軒数はともにAグループで4軒,Bグループでは

5軒であった。回答軒数の割合が19.8ポイントも差が

ある。Bグループが比較的自然体験教室受入に積極的

である理由は，受入が大変な中でも受入や子ども達と

の交流にやりがいや楽しさを感じているからである。

次に，今援の民宿経営における問題点をみていく。

「今後の経営をどのくらい続けていくか」という問いに

対しては，回答のあった26 軒中最も回答が多かった

項目は，「元気な限り続ける」であり（13 軒, 50.0%),

次に多かったのが「5 年から10 年続ける」であった（10

軒, 38.5%) 。ただし回答理由として「元気な限り続け

る」とい う回答した民宿が挙げたもの中で最も多かっ

た回答理由は 「生活のため」（13 軒中5 軒が回答）で

あり，援継者がいないため体がついていかなくなった

ら引退すると考えている経営者も多 かった。

自然体験教室の受入を行っている民宿に，今援自然

体験教室の受入をどうするかを尋ねた際の各選択肢へ

の回答軒をみると，最も多い回答はこちらも「元気な

限り続ける」（22 軒中12 軒, 54.5%) であった。回答

理由も「収入源 として必要だ」，「生活のために必要だ」

とい う回答が12 軒中5 軒と最も多かった。 自然体験

教室の受入は大変であるが，収入として必要なため，

体力 が続く限り受入を行 うと考えている民宿経営者が

多いことが分かった。

「元気な限り続ける」という回答をした理由として

もう一つ考えらえるのは，高齢化と援継者不足が考え

られる。「戸狩が現在抱える問題点は何か」という質問

に対しての回答では，「スキー客の減少」（23軒）に次

いで多いのが，21軒の民宿が回答している「後継者不
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表5　 戸狩における民宿の経営形態(2016 年 ）

地

区 �

番

号 �

経営 者 ��� 同居家 族 ���� 農業 ��

創 業年 �

客室 ��
後継者

の有無 �

自然体験

教室受入��性別 � 年齢 �他の就業 �関係 �年 齢 �
民宿

経営参加 �

他の

就業 �
栽培作物 �栽 培面積 ��部屋 数 �

収容可

能人数

蕨

野 �1 �

男性 �65 �A � 妻 �66 � ○ �× �夏･ 冬野菜 �- �1960 �15 �70 � × � ○

�2 � 女性 �67 �A　B �

長男

長 男嫁

孫

孫 �4243108�

×

○

×

× �B

×

×

× �

米 �45a �1960 �15 �63 � ○ � ○

�3 � 男性 �65 �A � 妻 �65 � ○ �× � 米 �11a �1961 �9 �36 � × � ○

�4 � 男性 �81 � × �

妻

子ども

孫 �815722�

○

○

× �

×

×B � × ��1965�13 �45 � × � ○

�5 � 男性 �59 �A　F � 妻 �55 � ○ �C � 米 �5a �1971 �9 �40 � × � ○

�6 � 男性 �64 �A � 妻 �65 � ○ �× �

米

野菜

白菜 �90a �1972 �26 �70 �

× � ○

�7 � 男性 �68 �A � 妻 �66 � ○ � × �
米

花 �10a1a �1976 �20 �40 �
× � ○

�8 � 女性 �73 �A � 夫 �84 � ○ �A � 米 �2.3a �1961 �12 �45 � × � ×

�9 � 男性 �65 �A �- ����米 �35a �1962 �10 �40 � × � ×

�10 � 男性 �55 �B �- ���� × ��1969�10 �40 � × � ×

�11 � 男性 �62 � × � 妻 �62 � ○ �× � × ��1981�9 �40 � × � ×

小 計･ 平均 ��
男性9 人

女 性2 人 �

平均年 齢62.8

歳 �A8

軒B3

軒F1

軒 �����

米 �

地区平均

栽培面積24.9a ��
平均部屋数13.5

部屋 �

平均 収容

可能人数48.1

人 �〇1

軒

×10 軒 �〇7

軒

×4 軒

瀬

木 �12 �

男性 �56 �F � 妻 �56 � ○ �× � × ��1955�19 �80 � × � ○

�13 � 男性 �61 �A � 妻 �58 � ○ �B �
米

野菜 �30a10a �1955 �9 �40 �
× � ○

�14 � 男性 �61 �A �

妻

長男

長男 嫁 �613334�

○

○

○ �

×BX�

米 �60a �1957 �13 �50 � ○ � ○

�15 � 男性 � 不明 �A �

父

母

妻 �717242�

○

○

× �

×

×

× �

米 �2a �1960 �13 �40 � × � ○

�16 � 男性 �54 �C �

父

母

妻 �827851�

×

○

○ �

×

×

× �

× ��1961�12 �54 � × � ○

�17 � 男性 �45 �A � 妻 �43 � ○ �F � 米 �50a �1963 �14 �60 � × � ○

�18 � 女性 �70 � × � 娘 �40 � × �B � × ��1959�10 �60 � × � ×

�19 � 男性 �68 �A � 妻 �61 �- �× � 米 �5.5a �1960 �10 �50 � × � ×

小計・平均 ��
男性7 人

女性1 人 �

平均年 齢69.2

歳 �A5

軒C1

軒 ����

��地区平均

栽培面積31.5a ��
平均部屋数14.3

部屋 �

平均 収容

可 能人数62.0

人 �〇1

軒

×6 軒 �〇5

軒

×2 軒

み

ち

く

さ

の

里 �20 �

男性 �72 �A � 妻 �65 � ○ �A �- �2  ha �1959 �14 �50 � × � ○

�21 � 男性 �47 �A � 妻 �46 � ○ �B � 米 �160a �1964 �15 �55 � × � ○

�22 � 男性 �53 �A　B �

妻

長女

長男 �542622�

○

×

○ �ABA �

米 �5a �1966 �- �- � ○ � ○

�23 � 男性 �66 �A � 妻 �58 � ○ �F �- �- �1969 �10 �40 � × � ○

�24 � 男性 �51 �A　C �

父

母

妻

長女

次女 �8075492018�

×

×

○

×

× �AA

×EE� 米 �7.5ha �1978 �15 �40 � × � ○

小 計.平均 ��男性5 人 �
平均年 齢57.8

歳 �A5

軒B1

軒C1

軒 ����

��地区平均

栽培面積278.8a ��
平均 部屋数13.5

部屋 �

平均 収容

可能人 数46.3

人 �〇1

軒

×4 軒 �〇5
軒

北

条 �25 �

女性 �64 �A �
夫

長男 �6434�

○

× �AB �

米

ピ ーマン �40a �1959 �7 �25 �
× � ○

�26 � 男性 �62 �A �

母

妻

長女

次女 �86522320�

×

○

×

× �

×

×EE� 米

キュウリ �1ha7a �1960 �14 �70 �
× � ○

�27 � 男性 �67 �A � 妻 �62 � ○ �A �キュウリ �4a �1961 �6 �30 � × � ○

小 計･平均 ��
男性2 人

女性1 人 �

平均年齢64.3

歳 �A3
軒 ����

��地区平均

栽培面積50.3a ��
平均 部屋数9.0

部屋 �

平均収 容

可能人 数41.7

人 �

×3 軒 �03 軒

五荷 �28 � 男性 �64 �A　D � 妻 �63 � ○ �A　D�
米

イチゴ �20a2a �1958 �7 �40 �
× � ○

合計･ 平均 ��
男性4 人

女性4 人 �

平 均年齢62.2

歳 �A22

軒B3

軒C2

軒F2

軒 �����

平均栽

培 面積

78.3a ���

平均 部屋数17.3

部屋 �

平均収 容

可能人 数48.6

人 �

有3 軒

無25 軒 �〇22

軒

×　6軒

注：A 農業　B 会社員　C 自営業　D スキー場関連　E 学生　F その他 (アンケート調査より作成)

足」と「高齢化」である。援継者がいない民宿は前述

した通り28 軒中25 軒あり，民宿経営者の平均年齢は62.2

歳である。「今援の戸狩における観光を発展さるた

めに必要なことは何だと考えていますか」というアン

ケートの中でも「若者の定住や利益が出る仕組みの整

備」を課題に挙げる民宿経営者もいた。
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図9　 戸狩における民宿の月別宿泊人数比(2015 年）

（アンケート調査より作成）

以上の分析から以下の2点が明らかとなった。第1

に，戸狩の自然体験教室はグリーンシーズン期の観光

客誘致に一定の効果があり，受入をしている多くの民

宿が収入源として必要であると認識していることであ

る。第2に，自然体験教室の受入は受入にやりがいを

感じる民宿経営者もいる一方で，受入民宿にとって負

担となっており，後継者不足と地域の高齢化を背景に

辞めることを検討している民宿経営者もいるなど，今

後自然体験教室を続けていくことが難しいことである。

特に後継者不足については渡邊ほか（2017）が明らか

にしているようにその要因の一つにはスキー観光の

衰退がある。宿泊業・農業・臨時的雇用労働の組み合

わせであった戸狩での就業形態に対し，後継者世代は

スキー観光衰退による民宿業での収入の減少を背景に，

恒常的勤務を志望するようになった。そのため，多く

の後継者が民宿業を継がなかったのである。

この2 点が戸狩の自然体験教室によるグリーンシー

ズン期における観光の問題点といえる。

V　 おわりに

1．本稿における研究成果

本稿では，長野県飯山市において外資による開発が

行われた斑尾高原スキー場と地元資本による開発が行

われ九戸狩温泉スキー場において，スキー観光の衰退

を契機として観光の通年化を図るために導入された体

験活動がそれぞれの地域でどのように展開し，特にペ

ンション・民宿などのスキー観光地域にどのような影

響を与えてきたかを分析してきた。

図10は斑尾高原・戸狩両地域ての体験活動の展開

を図化したものである。スキー観光の衰退に伴い両地

域では観光の通年化が図られた。斑尾高原では1970年

代から行われてきたスポーツの体験活動が発展し，個

別の提供者によるスポーツ・自然を中心とした体験活

動が展開されてきた。外部資本で開発された地域であ

る斑尾高原では，地域全体で体験活動を提供すること

や，地域の生活・文化を生かした体験活動の提供が困

難であったからである。一方の戸狩では, 1993 年以降

の飯山市のグリーン・ツーリズム政策を背景に, 1994

年から自然体験教室の受入が開始された。戸狩は地元

資本によって開発された観光地域であるため，地域の

生活・文化を生かした自然・農業・伝統工芸・文化を

中心とした自然体験教室を観光協会が中心となり組織

的に提供することが可能であった。

表6 は斑尾高原・戸狩両地域の体験活動の特徴をま

とめたものである。両地域の体験活動を比較すると，
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自体の差異である。斑尾高原では自然に関する体験の

ほかに,スポーツに関する体験活動が提供されている。

一方で戸狩では自然に関する体験のほかに，稲刈りな

どの農業体験や和紙作りなどの伝統工芸，笹ずし作り

などの食体験が行われている。前者は地域の生活・文

化を利用せずとも行うことができる体験活動であるの

に対し，後者は地域の生活・文化を利用した体験活動

である。2 点目は体験活動提供者の差異である。斑尾

高原では斑尾高原ホテルや斑尾スポーツアカデミーと

いった企業，斑尾高原観光協会が中心となって提供が

行われている。それに対し戸狩では民宿経営者が中心

となり体験活動を提供している。この差異によって，

前者の体験活動が必すしも宿泊を伴わないものとなり，

後者は宿泊を必す伴うものとなっている。これらの差

異は両地域の地域差によって生じてい

る。つまり，斑尾高原は外部資本で開発

された地域であり，県外からの移入者が

多いため地域の生活・文化を生かすこと

が困難であった。それに対し戸狩は地元

農家を中心とした地元資本で開発され

た地域であり，地域の生活・文化を生か

すことができた。また，このように地域

差は，体験活動の内容や援供主体に大き

く影響を与えていることが明らかとな

った。

また，両地域に共通する問題点も2点

存在した。1点目はペンション・民宿経

営者の高齢化及び後継者不足である。斑

尾高原ではアンケート調査へ回答のあ

ったペンション20軒において，ペンシ

ョン経営者の平均年齢は63.5歳,後継者

がいるペンションは2 軒（10.0％）のみ

であった。戸狩ではアンケート調査へ回

答のあった28 軒の民宿において，民宿

経営者の平均年齢は62.2歳，後継者がいる民宿は3軒

（10.7％）のみであった。これは日本の農山村全体が抱

える構造的な問題でもある。2 点目はペンション・民

宿経営者が体験活動に積極的な者と消極的な者に分か

れる点である。体験活動はグリーンシーズン期の観光

客の誘致に効果があったといえる。　しかし斑尾高原で

はアンケート調査によってペンション経営者が，体験

活動による宿泊客増加を実感している者と実感してい

ない者に分かれた。特に斑尾高原は外部から来た移入

者によって成立した地域であることも要因となり，ペ

ンション経営者間で意識差が生じている。一方で戸狩

においても，民宿数の少ない地区と多い地区では自然

体験教室受入民宿数に差があり，自然体験教室への意

識の差があることが明らかとなった。これら地域内に

存在する意識の差を埋め，地域全体で観光の通年化を

図ることが必要である。

2.　今後の課題

本論文では，体験活動が

スキー観光地域へどのよう

な影響を与えたかを分析し

てきた。しかし,スキー観光

地域における観光の通年化

か観光客にとってどのよう

な意味を持つのか，また両

図10　 斑尾高原・戸狩両地域における体験活動の展開

〔斑尾高原・戸狩両観光協会への聞き取り調査

(2016 年9 月20 日実施) より作成〕

以下2 点の差異が明らかになった。1 点目は体験活動

表6　斑尾高原・戸狩両地域における体験活動の特徴

�斑尾高原 � 戸狩
主な体験活動の内容 � 自然，スポーツ �自然,農業,伝統工芸,食文化
主な客層 � ファミリー層，シニア層 � 小･中学生
最盛期 �8 月 �5 月

体験者の旅行形態 � 個人旅行 �団体旅行(セカンドスクールなど)

主な体験活動提供者 �
斑尾高原観光協会
斑尾高原ホテル
斑尾スポーツアカデミー �

民宿経営者

主な体験活動場所 � スキー場，森林，湖 � 民宿経営者所有の田畑，森林
宿泊 � 日帰りでの体験可能 � 必す宿泊を伴う

提供開始時期 �
スポーツ…1970年代
自然など…2000年代 �1994

年

(斑尾高原・戸狩両観光協会への聞き取り調査により作成)
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地域へ訪れる観光客がどのような体験活動を求めてい

るのかといった観光客の援点での分析を行うことがで

きなかった。観光客が求める体験活動を的確に把握し，

それを提供することが体験活動を行う観光地域とって

は重要な課題であり，今援の研究で明らかにしなけれ

ばならない。また，スキー観光衰退に伴うスキー観光

地の対応として飯山市の体験活動を取り上げたが，他

のスキー観光地域の対応に関する研究はまだ少なく，

さらなる研究の蓄積が必要である。

斑尾高原・戸狩両地域はペンション・民宿経営者の

高齢化と後継者不足という構造的な問題を抱えている。

この問題の大きな要因として，ペンション・民宿経営

だけでは生計を立てることが難しい現状がある。今後

の研究の蓄積により日本のスキー観光地域，特にペン

ション・民宿業が持続可能な産業になるために必要な

要素を明らかにすることが最大の課題である。
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注

1）安村（2001 : 48）は，マス・ツーリズムを「観光が大衆化し

て ， 大 量 の 観 光 者 が発 生 す る 現 象 」 と し てい る。

2） 農 林 水 産省 ウェ ブ サ イ ト　http://www.maff.go.jp り/nousin/

kouryu/kyosetairyu/gt.html)  ( 最 終 閲 覧 日:2017 年1 月5 日）

に よ る と ，グ リ ー ン・ツ ー リ ズ ム と は「緑 豊 か な 農 山 漁 村 で ゆ

っ く り と 滞 在 し, 訪 れ た 地 域 の 人 々 と の 交 流 を 通 じ て，そ の 自

然 ，文 化 ，生 活 ，人 々 の魅 力 に 触 れ ，農 山 漁 村 で さ ま ざ ま な 体

験 な ど を 楽 し む 余 暇 活 動 」 で あ る 。

3） 農 林 水 産 省 ウェ ブ サ イ ト （http://www.maff.go.jp/j/nousin/

kouryu/yokahou.html ）（最 終 閲 覧 日:2017 年1 月5 日） に よ る

と ， こ の 法 律 は 農 山 漁 村 滞 在 型 余 暇 活 動 を 促 進 の 基 盤 を 整 備

す る た め に 制 定 さ れ た 。 農 村 滞 在 型 余 暇 活 動 の 定 義 を 定 め た

ほ か ， 農 林 漁 業 体 験 民 宿 業 の 登 録 制 度 を 定 め て い る。

4) 1999 年 に 両 シ ー ズ ン 期 の観 光 地 利 用 者 数 が 増 加 し て い る が ，

こ れ は 前 年 に 開 催 され た 第18 回 オ リ ン ピ ッ ク 冬 季 競 技 会（長

野 オ リン ピ ッ ク ） の 影 響 で あ り ， 一 時 的 な も の で あ っ た 。

5）菅 平方式とは長野県企業局が長野県上田市に菅平ダムを建設

する際に，地元負担金を捻出するために採った手法である。

ます，地元は長野県企業局に土地を無償提供する。県企業局

はその土地を開発し，造成・分譲を行って販売する。そして

販売利益を地元住民に還元するというものである。

6) 2003 年に飯山市と国の補助金及び地元の5 ％負担で建設され

た施設である。

7）ZIPLINE ADVENTURE とは「木から木へと張られたワイヤー

ロープを，ハーネス付きのプーリー（滑車）で，駆けめぐる

ア ド ベ ン チ ャ ー ア ク テ ィ ビ テ ィ 」 で あ る 。

（http://www.madarao.jp/zip/sp/(最終閲覧日2016 年12 月17 日））8

）「みちくさの里」という集落名は通称であり，行政における集

落名は堀之内である。　しかし，本論文では戸狩観光協会が使

用している「みちくさの里」という集落名を使用していく。9

）荒樋(2008 : 20 ）によると，同事業は1992 年 に農林水産省構

造改善局長の諮問機関である「グリーン・ツーリズム研究会」

の報告を受け，グリーン・ツーリズム推進のために行った事

業である。

10）荒樋(2008 : 20 ） によると，「農山漁村でゆとりある休暇を

推進事業」に基づき，グリーン・ツーリズムス推進のために

行った施策で，4 年 間で全国205 か所が指定を受けた。
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